
5月8日(金)、（一社）空港グランドハンドリング協会「第４回年次
総会」が開催され、来賓として招かれた小林会長があいさつしました。
総会には、加盟会社154社の代表など約250人が出席し、第４期事業
計画や政策提言などが確認されました。
小林会長は、同協会の組織の拡大とこれまでの労使連携の歩みに

敬意を表した上で「現場で働く一人ひとりが誇りを持てる、魅力ある
産業を労使一体となって築き上げよう」と力強く呼びかけました。
航空連合と同協会では、産業労使関係の重要性に関する共通認識を

基盤に、処遇改善をはじめとする政策課題に取り組んでいます。今後
は地方空港における安全性や生産性に関する課題も含めてさらに連携
を進め、グランドハンドリング産業の魅力向上に取り組んでいきます。
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（一社）空港グランドハンドリング協会総会で来賓あいさつ！

～産業労使一体で「誇り持てる魅力ある産業」の構築へ！～

来賓あいさつをする

小林会長

総会の様子

坂元慎平
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